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令和４年歌志内市成人式

晴れ着姿に彩られた新たな門出
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て

　
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
　
人
が
１
月
９
日
に
う
た
み
ん

２６

で
挙
行
さ
れ
た
成
人
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
成
人
式
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
な
ど
の
感
染

症
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
中
、
式
典
で
は
、

来
賓
の
か
た
が
た
か
ら
新
成
人
に
向
け
て

お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
礼
の
言
葉
と
し
て
新
成
人
代
表
の
 佐
 
さ

 久
  間
  柚
  衣
 さ
ん
が
「
私
た
ち
の
た
め
に
こ

く
 
ま
 
ゆ
 
い

の
よ
う
な
一
生
に
一
度
と
な
る
成
人
式
を

開
催
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
こ
の
自
然
豊
か
な
歌
志
内
市
で

生
ま
れ
育
っ
た
仲
間
と
と
も
に
、
社
会
人

と
し
て
日
々
精
進
し
、
夢
や
目
標
を
か
な

え
て
い
け
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
」と
力
強
く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
中
学
時
代
の
恩
師
で
あ
る

 永
  森
  篤
 先
生
も
駆
け
つ
け
、
新
成
人
た

な
が
 も
り
 あ
つ
し

ち
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
旧
友
や
永
森
先
生
と

の
写
真
撮
影
や
会
話
を
楽
し
ん
だ
新
成
人

た
ち
。
人
生
の
節
目
を
迎
え
、
感
謝
と
こ

れ
か
ら
の
希
望
を
宿
し
、
大
人
へ
と
ス
タ

ー
ト
の
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
門
出
を
迎
え
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば

た
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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秋
の
褒
章
が
昨
年
　
月
に
発
表

１１

さ
れ
、
長
年
の
努
力
に
よ
り
、
公

衆
の
利
益
に
貢
献
し
た
方
に
贈
ら

れ
る
「
藍
綬
褒
章
」
の
受
章
者
が

決
定
し
、
本
市
か
ら
保
護
司
の
澤

本
幸
子
さ
ん
（
　
歳
・
上
歌
）
が

７６

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
澤
本
さ
ん
は
、
平
成
８
年
６
月

に
保
護
司
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
保
護
に

努
め
、　
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ

２５

て
い
ま
す
。

　
保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
非
常
勤
の
一
般
職
国

家
公
務
員
で
、
罪
を
犯
し
た
人
の

援
助
や
犯
罪
を
予
防
す
る
こ
と
を

主
な
任
務
と
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
澤
本
さ
ん
は
「
こ
の
度
は
名
誉

あ
る
章
を
い
た
だ
き
た
い
へ
ん
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
諸
先
輩
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
思
い
、
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
今
後
も
精
進
い

た
し
ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

澤
本
幸
子

が
受
章

さ
わ
 
も
と
 
さ
ち
 

こ

さ
ん

保
護
司

▲藍綬褒章を受章された澤本幸子さん

　ペンケ歌志内川を優先整備河川として追加する

にあたり、石狩川中流空知川圏域河川整備計画

（変更）の策定に伴い、皆さんの意見を反映させ

るため、当計画変更原案の縦覧と住民説明会を行

河川整備計画の縦覧と
住民説明会

います。

●縦覧

▼期間　2月1日（火）から3月4日（金）

▼場所　札幌建設管理部、札幌建設管理部滝川出

張所、市役所建設課　以上３か所

▼意見提出方法　縦覧場所に設置している用紙に

記入し、意見箱に投函するか郵送またはファッ

クス

●住民説明会

▼日時　2月10日（木）午後13時30分～

▼場所　市役所別館2階会議室

●提出先・問い合わせ

　札幌建設管理部　滝川出張所

　〒073-0025　滝川市流通団地3丁目1-5

　緯 22-3434　FAX 22-3436

　
毎
年
、
冬
に
な
る
と
、
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
落
ち

て
歩
行
者
が
ケ
ガ
を
し
た
り
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
転
落
事
故
な
ど

で
ケ
ガ
や
死
亡
し
た
り
す
る
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
通
行
を
円
滑
に
し
事
故
を
な
く
す
た
め
、
特
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
北
海
道
・
北
海
道
警
察
・
土
木
建
築
グ
ル
ー
プ
〉

屋
根
の
雪
・
氷
に
よ
る

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

▽
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど

が
道
路
に
落
ち
る
構
造
の
建
物

に
は
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
丈

夫
な
滑
り
止
め
な
ど
を
つ
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
根
の
雪
や
氷
な
ど
は
、
気
温

が
急
に
上
昇
し
た
と
き
、
特
に

マ
イ
ナ
ス
３
度
く
ら
い
か
ら
プ

ラ
ス
３
度
く
ら
い
に
な
っ
た
と

き
に
落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
に
注
意
し
、
転
落
防
止
に

努
め
な
が
ら
、
早
め
に
雪
や
氷

を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

▽
建
物
を
管
理
し
て
い
る
方
は
、

看
板
や
ロ
ー
プ
な
ど
で
歩
行
者

に
注
意
を
促
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▽
屋
根
等
か
ら
の
落
氷
雪
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
は
子
ど
も
を
遊

ば
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見

か
け
た
と
き
は
声
を
か
け
て
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
高
い
建
物
の
壁
、
窓
枠
、
突
出

し
た
看
板
な
ど
か
ら
の
落
氷
雪

は
、
少
量
で
も
た
い
へ
ん
危
険

で
す
。
付
着
し
た
雪
や
氷
は
、

こ
ま
め
に
取
り
除
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▽
屋
根
か
ら
た
く
さ
ん
の
雪
が
落

ち
た
と
き
は
、
直
ち
に
人
が
巻

き
込
ま
れ
て
い
な
い
か
確
か
め

る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

▽
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
支
障
と

な
り
ま
す
の
で
、
屋
根
の
雪
な

ど
住
宅
敷
地
内
に
積
も
っ
た
雪

を
道
路
へ
出
す
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

藍
綬
褒
章
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表２　各特別会計の決算状況

各
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
の
令
和
２
年
度
決
算
は
表
１

の
と
お
り
、
歳
入
が
　
億
２
１
１
５
万
４

５０

千
円
、
歳
出
が
　
億
１
０
５
２
万
７
千
円

４８

で
、
差
し
引
き
２
億
１
０
６
２
万
７
千
円

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

で
約
８
億
３
５
０
０
万
円
（
　
・
０
％
）

２０

の
増
加
、
歳
出
で
は
約
８
億
１
７
０
０
万

円（
　
・
５
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

２０
　
ま
た
、
３
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
総
額

は
表
２
の
と
お
り
、
歳
入
が
４
億
６
６
３

万
１
千
円
、
歳
出
が
４
億
１
６
４
万
２
千

円
で
、
差
し
引
き
４
９
８
万
９
千
円
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

は
、
約
８
０
０
０
万
円
（
　
・
４
％
）
の

１６

減
少
、
歳
出
は
、
約
８
２
０
０
万
円
（
　１７

・
０
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
会
計
別
の
収
支
で
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
４
８
９
万
円
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
は
９
万
９
千
円
を
翌
年
度
に

繰
り
越
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
会
計

は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
収
支

の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

　
市
の
財
政
運
営
の
中
心
で
、
基
本
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
一
般
会
計

　昨年12月に開催された第４回定例市議会において、令和２年度歌志内市各会計決算が認定されましたので、そ
の概要をお知らせします。
　令和２年度は、「歌志内市総合計画後期基本計画」並びに「第２期総合戦略」のスタートの年であり、効果や成果を
重視した事業の選択と集中を徹底し、義務教育学校整備事業をはじめとする「より良い教育環境の整備」、防災資
機材の充実による「未来を創る強じんなまちづくり」、子ども医療費の無料化や高齢者の外出支援に加え、インフ
ルエンザ予防接種の全額助成対象の拡大や、がん検診項目の拡充・健康診査の無料化等による「子育て世代への
サポート、超高齢化社会への挑戦」、長寿命化計画に基づく市営住宅の解体除却や設備更新などの「コンパクトシ
ティによる快適な住環境の整備」、産業の多様化に向けて取り組んでいるワイン用ぶどう試験栽培事業や市民の
消費喚起による地域経済の活性化を目的としたプレミアム付商品券発行事業による「人が、企業が集うまちづく
り」など、将来を見据えた重点プロジェクトを着実に推進しました。
　また、新型コロナウイルス感染症対策に取り組んだ結果、決算額は前年度に比べ大幅な増となりました。

決算報告歌志内市各会計
令和２年度

一
般
会
計
決
算
の
概
要

表１　一般会計の決算状況

歳　　　　出歳　　　　入

差し引き額

(B)－(C)

執行率

(C)／(A)

予算額との
比　　　較
(C)－(A)

決　算　額

(C)

執行率

(B)／(A)

予算額との
比　　　較
(B)－(A)

決　算　額

(B)

歳入歳出
予 算 額
(A)

2億
1,062万7千円

％
95.3

△2億
3,797万1千円

48億
1,052万7千円

％
99.5

△
2,734万4千円

50億
2,115万4千円

50億
4,849万8千円

歳入に含む一般会
計からの繰入金額

差し引き額
(A)－(B)

歳出決算額
(B)

歳入決算額
(A)会 計 区 分

1億3,621万8千円0円2億1,737万7千円2億1,737万7千円市営公共下水道特別会計

4,357万7千円489万円9,950万5千円1億439万5千円国民健康保険特別会計

3,350万円 9万9千円8,476万円8,485万9千円後期高齢者医療特別会計

2億1,329万5千円498万9千円4億164万2千円4億663万1千円合　　　　　計
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の
決
算
概
要
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
歳
入
は
、
市
税
な
ど
自
ら
調
達
で

き
る
「
自
主
財
源
」
と
、
国
や
道
か
ら
入

る
お
金
や
借
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
の

２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
に
乏

し
い
本
市
で
は
、
歳
入
の
大
半
を
依
存
財

源
に
頼
っ
て
お
り
、
中
で
も
そ
の
多
く
を

占
め
る
地
方
交
付
税
に
よ
っ
て
本
市
の
財

政
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
地
方
交
付
税
は
、
普
通

交
付
税
で
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
７
２

１
８
万
９
千
円
（
３
・
９
％
）
の
増
加
、

特
別
交
付
税
は
１
３
７
６
万
８
千
円
（
２

・
１
％
）
の
増
加
と
な
り
、
全
体
で
８
５

９
５
万
７
千
円
（
３
・
５
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

は
１
億
９
１
３
０
万
６
千
円
で
、
前
年
度

よ
り
９
７
７
万
円
（
４
・
９
％
）
減
少
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
法
人
市
民
税
の
申

告
額
、
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
課
税
標

準
額
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
徴
収
率
は
　
・
０
％
で
０
・
７
ポ
イ
ン

９６

ト
上
回
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
負
担

額
は
、前
年
度
よ
り
１
１
３
５
円
減
少
し
、

６
万
３
８
９
６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
歳
出
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
上
記
の
歳
出
決
算
の
グ
ラ
フ
は
、
市
が

使
っ
た
お
金
に
つ
い
て
経
済
的
性
質
を
基

令和２年度一般会計歳入・歳出決算の内訳

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

令和２年度各会計決算報告
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準
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

　「
義
務
的
経
費
」
は
、
職
員
給
与
や
借
金

の
返
済
な
ど
、
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
で
、「
投
資
的
経
費
」
は
、
施

設
や
道
路
建
設
な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に

直
接
か
か
わ
る
経
費
で
す
。

　
ま
た
、「
そ
の
他
の
経
費
」
は
、
義
務
的

経
費
や
投
資
的
経
費
に
含
ま
れ
な
い
物
件

費
や
補
助
費
な
ど
の
経
費
で
す
。
一
般
的

に
、
義
務
的
経
費
の
割
合
が
低
く
投
資
的

経
費
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
に
余
裕

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
決
算
で
は
、
義
務
的
経
費

が
　
億
１
０
２
９
万
７
千
円
（
構
成
比
　

２０

４１

・
８
％
）、
次
い
で
そ
の
他
の
経
費
が
　
億
２２

６
７
６
３
万
７
千
円
（
同
　
・
１
％
）
と
、

４７

こ
れ
ら
の
経
費
が
歳
出
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
前
年
度
に

比
べ
２
億
４
３
３
９
万
７
千
円
増
加
し
て

５
億
３
２
５
９
万
３
千
円
、
全
体
の
　
・
１１

１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
依
然
と
し
て
義
務
的
経
費
の
割
合
が
高

く
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
示
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
行
政
の
仕
事
内
容
ご
と
に
大

き
く
分
類
し
た
目
的
別
の
経
費
を
見
て
み

ま
す
。

　
最
も
多
い
の
は
民
生
費
で
、
老
人
福
祉

や
生
活
保
護
経
費
な
ど
に
、
決
算
額
の
　２６

％
に
あ
た
る
約
　
億
８
千
万
円
を
支
出
し

１２

令和２年度一般会計決算を１か月の家計簿に例えると…

　一般会計の決算をわかりやすくお知らせするため、家計簿に例えてみました。
　家計を支えているのは「親からの仕送り」です。家族で働いて得た収入は、約
８％しかありません。前月より給料が減ったものの、親からの仕送り、ローンの
借り入れ、前月からの繰り越しが増え収入が増加しましたが、保険料・町内会費、
家の増改築費、貯金、光熱水費などの雑費、食費も増加していることから、光熱
水費などの雑費を節約し、今後の生活費を調整することができました。保険料・
町内会費に充てるため一時的に親からの仕送りは増加したものの、これからも計
画的に生活費を見直して収入に見合った生活をしなくてはなりません。

食　費 81,000円
（人件費）

給　料 16,000円
（市　税）

家族の医療費 48,000円
（生活保護費などの扶助費）

パート収入 17,000円
（使用料及び手数料）

光熱水費などの雑費 53,000円
（物件費）

親からの仕送り 321,000円
（地方交付税、国・道支出金など）

保険料・町内会費 70,000円
（補助費等）

預金からの引き出し 4,000円
（繰入金）

修繕料 3,000円
（維持補修費）

ローンの借り入れ 22,000円
（市　債）

ローンの返済 38,000円
（公債費）

雑収入 22,000円
（諸収入など）

子どもへの仕送り 36,000円
（繰出金）

前月からの繰り越し 16,000円
（繰越金）

家の増改築費 44,000円
（普通建設事業費）

貯　金 25,000円
（積立金、投資・出資金など）

親類や友人への援助 3,000円
（貸付金）

１か月の支出合計 401,000円１か月の収入合計 418,000円

※歌志内市の令和２年度一般会計決算を、
１か月の家計簿をイメージして作成しま
した。金額は千分の1に置き換え、１２か
月で割っています。

※令和元年度決算では、収入349,000円、支出333,000円でした。

収入418,000円－支出401,000円・・・17,000円の黒字

令和２年度各会計決算報告
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職員費

273,078円

職員の給与、医療保険な
どの共済費
に使われた
お金

合計

1,606,722円

農林費　5,672円
労働費　566円
災害復旧費　0円
諸支出金　0円

その他

6,238円

火災予防活動や救急活動、
消防施設設備などに使わ
れたお金

消防費

14,696円

議員報酬や議会運営に使
われたお金

議会費

17,148円

商工業者の振興対策、観
光事業推進など
に使われたお金

商工費

83,522円

教育施設の管理運営、社
会教育事
業の運営
などに使
われた
お金

教育費

158,263円

一般事務経費や財産管理
などに使われた
お金

総務費

163,298円

各種保健予防事業、ごみ
処理事業などに使われた
お金

衛生費

141,271円

市の借金（市債）の返済
に使われた
お金

公債費

152,868円

市道整備や除排雪、市営
住宅の管理経費などに使
われたお金

土木費

168,999円

医療費や介護保険事業、
福祉行政全般に
使われたお金

民生費

427,341円

前年度との比較決　算　額項　　目

９,９３４万１千円１２億６,５２９万６千円民 生 費

１,２８３万９千円８億６,２２２万２千円職 員 費

９,４８５万円５億９,４０６万５千円公 債 費

△４,６８７万６千円５億１,４４２万２千円土 木 費

５,３０１万９千円４億５,９０３万１千円衛 生 費

△１６億２３１万４千円３億３,１７１万６千円総 務 費

３１５万円１億８,１５７万円教 育 費

１,４２０万２千円１億３,５３５万１千円商 工 費

１,７９１万４千円５,６９９万９千円消 防 費

４４８万９千円５,２８０万７千円議 会 費

△１,４８５万１千円２,７１６万１千円農 林 費

△１万７千円１７０万９千円労 働 費

９６万７千円９６万７千円諸 支 出 金

△１,４８４万２千円０円災 害 復 旧 費

△１３億７,８１２万９千円４４億８,３３１万６千円合　　計

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

令和２年度各会計決算報告

ま
し
た
。

　
次
に
支
出
が
多
か
っ
た
の
は
職
員
費
で
、

特
別
職
と
一
般
職
員
の
給
与
や
医
療
保
険

な
ど
の
共
済
費
と
し
て
、　
・
０
％
に
当

１７

た
る
約
８
億
１
７
０
０
万
円
で
し
た
。　

　
な
お
、
議
員
報
酬
や
各
種
委
員
等
の
報

酬
等
は
各
歳
出
項
目
に
区
分
さ
れ
る
た
め
、

性
質
別
分
類
で
の
人
件
費
の
総
額
と
金
額

は
異
な
り
ま
す
。

　
道
路
や
市
営
住
宅
の
管
理
経
費
な
ど
を

支
出
す
る
土
木
費
は
約
５
億
６
０
０
万
円

で
し
た
。

　
市
債
の
償
還
金
と
し
て
支
出
す
る
公
債

費
は
、
約
４
億
５
８
０
０
万
円
で
し
た
。

　
各
種
保
健
予
防
事
業
や
ご
み
処
理
事
業

な
ど
を
支
出
す
る
衛
生
費
は
、
約
４
億
２

３
０
０
万
円
で
し
た
。

　
以
下
、
総
務
費
、
教
育
費
、
商
工
費
、

議
会
費
、
消
防
費
、
農
林
費
、
労
働
費
の

順
に
支
出
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

前年度との比較決　算　額項　　目

2億7,972万8千円12億7,946万円民 生 費

△3,565万3千円8億1,759万5千円職 員 費

3,906万9千円5億598万4千円土 木 費

1億4,656万7千円4億8,891万4千円総 務 費

3億513万3千円4億7,384万円教 育 費

△391万1千円4億5,768万6千円公 債 費

△1,929万9千円4億2,296万5千円衛 生 費

1億955万8千円2億5,006万4千円商 工 費

△161万4千円5,134万2千円議 会 費

668万8千円4,399万9千円消 防 費

△709万3千円1,698万3千円農 林 費

0円169万5千円労 働 費

△126万4千円0円災 害 復 旧 費

0円0円諸 支 出 金

8億1,790万9千円48億1,052万7千円合　　計

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

市民１人当たりの決算額　※平成３１年３月末現在の住民基本台帳人口３，２３２人で算出

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

市民１人当たりの決算額　※令和３年３月末現在の住民基本台帳人口2,994人で算出

表３　目的別にみる一般会計決算額
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人口１人当
たり現在高

年 度 末
の 人 口

全 会 計 市 債
年 度 末 現 在 高年　度

164万8千円3,489人57億5,091万2千円平成28年度

160万8千円3,374人54億2,506万9千円平成29年度

160万8千円3,232人51億9,601万7千円平成30年度

153万7千円3,092人47億5,392万2千円令和元年度

147万2千円2,994人44億580万6千円令和2年度

全会計の市債現在高

　
年
間
延
べ
患
者
数
は
、入
院
が
１
万
７

２
４
７
人
で
前
年
度
か
ら
４
３
１
人
の
増

加
、
外
来
は
９
８
１
４
人
で
前
年
度
よ
り

４
０
２
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

▼
経
営
の
状
況

　
総
収
益
は
６
億
２
１
５
０
万
８
千
円
で

前
年
度
か
ら
１
４
０
８
万
７
千
円
の
増
加
、

総
事
業
費
用
は
５
億
９
７
３
０
万
３
千
円

で
前
年
度
よ
り
１
４
３
０
万
７
千
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　
患
者
動
向
に
よ
る
収
入
状
況
で
は
、
外

来
収
益
は
６
４
７
２
万
６
千
円
で
、
患
者

数
の
減
少
か
ら
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
が
、
入
院
収
益
は
２
億
９
８
４
６

万
２
千
円
と
な
り
、
診
療
報
酬
に
反
映
さ

れ
る
医
療
必
要
度
の
高
い
入
院
患
者
の
受

け
入
れ
等
で
効
率
よ
く
運
営
で
き
た
こ
と

か
ら
前
年
度
実
績
を
上
回
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
消
費
税
を
除
い
た
単
年

度
収
支
で
１
９
４
９
万
５
千
円
の
純
利
益

が
生
じ
、
累
積
欠
損
金
は
７
億
９
８
２
０

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
に
お
け
る
総
収
入
額
は
２

３
５
８
万
３
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
２
３

０
万
１
千
円
の
減
少
、
総
支
出
額
は
４
０

０
６
万
２
千
円
で
、
前
年
度
か
ら
５
５
９

万
８
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
支
出
額
に
対
し
て
総
収
入
額

の
不
足
す
る
額
１
６
４
７
万
９
千
円
は
過

■
市
営
公
共
下
水
道
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
・
歳
出
と
も
２
億
１
７

３
７
万
７
千
円
で
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
約
４
６
０
０

万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

主
に
公
債
費
の
市
債
償
還
金
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
が
１
億
４
３
９
万
５
千

円
、
歳
出
が
９
９
５
０
万
５
千
円
で
、
差

し
引
き
４
８
９
０
万
円
を
翌
年
度
に
繰
り

越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
は
約

３
０
０
０
万
円
、
歳
出
で
は
約
３
２
０
０

万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主

に
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
立
額
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
が
８
４
８
５
万
９
千
円
、

歳
出
が
８
４
７
６
万
円
で
、
差
し
引
き
９

万
９
千
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
・
歳
出

と
も
約
４
４
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
主
に
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
の
負
担
金
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
患
者
数
の
状
況

病
院
事
業
会
計
決
算
の
概
要

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

令和２年度各会計決算報告

病院事業会計の決算状況 ※消費税含む

628万6千円建設改良費1,731万6千円出資金
3,377万6千円企業債償還金1万9千円他会計繰入金

624万8千円補助金
4,006万2千円合　計2,358万3千円合　計

5億7,202万9千円医業費用3億9,622万6千円医業収益
1,067万4千円医業外費用2億1,068万2千円医業外収益
1,460万円特別損失1,460万円特別利益

5億9,730万3千円合　計6億2,150万8千円合　計

資本的収支

〈収　入〉 〈支　出〉収益的収支

特
別
会
計
決
算
の
概
要

〈収　入〉 〈支　出〉

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
に
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を
行
い
ま
し
た
。
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申告相談申告相談はは

22月月１１66日日（（水水））かからら33月月１１55日日（（火火））ままでで

●問い合わせ

・滝川税務署（緯２２-２１９１）
・税務グループ（市役所１階緯４２-３２１７）

▼滝川税務署【確定申告】
　平日９時から16時まで

▼市役所２階会議室【確定申告・住民税申告】
　平日８時30分から17時まで
※受付時間までに来られない方はご相談ください。
※次に該当する方は、税務署での相談・申告をお願いし
ます。

・事業所得、土地建物や株式の譲渡所得、繰越損失、雑
損控除のある方
・不動産所得などがあり、収支内訳書の記載方法がわか
らない方
・該当年分以外の申告をされる方

　国民健康保険や後期高齢者医療保険に加入している
方（加入者ではない世帯主を含む）は、所得がなかった
場合でも収入申告が必要です。未申告の方がいる場合、
保険税（料）軽減制度を受けられないことがあります。

　１年間に支払った医療費から補てんされる保険金な
どを差し引いた金額が、一定額を超えるときに受けら
れる控除です。なお、医療費控除は税金の計算におけ
る控除額なので、支払った医療費そのものが還付され
るものではありません。

※医療費控除を受ける場合、領収書の提出の代わりに
「医療費控除の明細書」の添付が必要となります。な
お、医療費の領収書は５年間保管する必要がありま
す。また、所定の事項が記載された「医療費通知」（医
療費のお知らせなど）を提出する場合は、明細書の記
載や領収書の保管を省略することができます。

・マイナンバーカード（個人番号カード）、お持ちでな
　い方は、番号確認書類（通知カードなど）と身元確認
　書類（運転免許証、身体障害者手帳など）
・税務署からの「確定申告のお知らせハガキ」
　※届いてる方のみ
・給与や年金の源泉徴収票
・生命保険の満期などで保険金を受け取った方は、必要
　経費などの明細がわかるもの
・社会保険料などの領収書（任意継続など）、国民年金
　保険料は日本年金機構から送付される控除証明書及
　び領収証書
・生命保険料、地震保険料などの控除証明書
・障害者手帳、障害者控除対象者認定証
・預貯金口座番号がわかるもの
・寄附金の証明書
・医療費控除の明細書、高額療養費や生命保険など補て
　んされた金額がわかるもの

▼確定申告会場にお越しになる方へのお願い
・申告会場ではマスクの着用、手指の消毒にご協力くだ
さい。

・発熱の症状（37.5度以上）や体調のすぐれない方は、
無理をせず、後日あらためてご来場ください。
・申告会場は、定期的な換気・消毒を行いますので暖か
い服装でお越しください。

新型コロナウイルス感染症の予防対策

▼給与所得者
　給与を２か所以上から受けている方、給与以外の所
得が20万円を超える方

▼給与所得者以外
　営業、不動産などの所得金額の合計額が、基礎控除・
その他各種所得控除の合計額を超える方　など

確定申告が必要な方

　１月１日現在、本市に住んでいる方は、原則として住
民税の申告が必要です。
　確定申告をする必要がない方であっても、住民税を
計算する際に各種所得控除を適用したい場合には住民
税申告が必要なほか、住民税申告は様々な行政サービ
スに利用されますので、収入のなかった方も、その旨申
告してください。

住民税の申告が必要な方

　確定申告をした方、給与所得のみで年末調整済みの
方、公的年金の収入のみで公的年金等の源泉徴収票に
記載のある所得控除等の内容に変更がない方は住民税
の申告は不要です。

住民税の申告が不要な方

会場・受付時間 国保などの加入者は収入申告が必要です

　国税庁ホームページで、画面の案内に従って金額等
を入力することにより、確定申告書等を作成し、ｅ－Ｔ
ａｘ（電子申告）を利用して提出することができますの
で、ご活用ください。
　また、印刷して税務署に提出（郵送）することもでき
ます。

申告書の作成はパソコン・スマートフォンで！

医療費控除について

申告に必要なもの

所得税の確定申告と
　　　住民税の申告が始まります
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※１　世帯全員が市民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
※２　世帯全員が市民税非課税であり、世帯全員の所得が0円（公的年金収入のみの場合、その受給額

が80万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

●高額介護合算療養費について
　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、1年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限度
額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。
　なお、手続きには市役所窓口への申請が必要です。
・後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが0円の場合は対象となりません。
・支給額が500円以下の場合は支給されません。

後期高齢者医療制度のお知らせ

自己負担額基準額区　　　　分負担割合
212万円課税所得690万円以上

現役並み所得者３割 141万円課税所得380万円以上

 　67万円課税所得145万円以上

 　56万円課税所得145万円未満一　　　　　般

１割  　31万円区分Ⅱ※１
市民税非課税世帯

 　19万円区分Ⅰ※２

◆自己負担限度額表 【1年分の自己負担額の計算期間：8月1日～翌年7月31日】

申請される方は、戸籍保険グループまでお申し出ください。

　問い合わせ　戸籍保険グループ（市役所１階 緯42-3217）
　　　　　　　北海道後期高齢者医療広域連合（緯011-290-5601）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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問い合わせ 保健介護グループ  （市役所２階  ☎ 42-3213）

あなたの健康を応援します!
Let’ s 健康！
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　糖尿病の合併症の一つである『糖尿病性腎症』は、重症化すると生涯にわたって人工透析が必要とな

る病気です。日本では毎年３万９千人が新たに人工透析を受けており、そのうち糖尿病性腎症が原因の

約４割を占めています。

　今回は、糖尿病性腎症の発症・重症化予防についてお伝えします。

●糖尿病性腎症ってどんな病気？

　糖尿病により高血糖状態が長く続くことが原因で、腎臓の働きが悪くなる病気です。

初期には自覚症状がありませんが、徐々に腎機能が低下していきます。血糖値に加え、

血圧も高い状態が続くと、腎機能低下のスピードが早まってしまいます。

　市では、国民健康保険加入者・後期高齢者医療加入者の個別健診を２月末まで実施しています。

　また、保健師や管理栄養士が、腎臓を守るための生活改善のご相談もお受けします。

　健診の申し込みや相談については、保健介護グループへご連絡ください。

年に１回の健診で、

血糖・血圧・腎機能

をチェック！

●どうやって診断されるの？

　尿検査と血液検査で、腎臓の機能の状態がわかります。体に必要なタンパク質が尿中に多量に漏れ出

たり（尿たんぱく）、血液中に老廃物がたまっている場合（クレアチニンやｅ－ＧＦＲでみる）に腎症と

判断されます。

●糖尿病性腎症が重症化するとどうなるの？

　腎臓には痛みを感じる神経がないので、気づかないまま進行していきます。腎機能が３分の１以下に

なると、吐き気やむくみ、食欲低下などの症状が出始め、心臓や骨、脳など全身の臓器に影響が及びます。

末期腎不全（腎臓の機能がほぼ働かない）状態になると、薬での回復は難しく、人工透析を受ける必要

があります。

●人工透析ってどんな治療？

　機能が著しく低下した腎臓に代わり、機械で老廃物を取り除く治療です。一般的に行われている血液

透析は、腕の血管から血液を取りだし、老廃物を除去してきれいにし、再び体に戻す方法です。

　1回につき４～５時間かかる治療を週３回程度、一生受け続ける必要があり、身体的にも時間的にも

金銭的にも大きな負担がかかります。

●糖尿病性腎症の発症や重症化を防ぐには？

糖尿病と診断されたら、

決して治療中断しない！

（定期的な受診と服薬）

腎臓を守るための生活改善に取り組む！

（食事療法と運動療法）

血糖や血圧が良好に保たれている糖

尿病患者さんは、透析に

なる危険性が減ることが

わかっています。


